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研究課題名

氏名

1．研究実施期間

2．収支の状況
（単位：円）

交付決定額
交付を受け

た額
利息等収入

額
収入額合計 執行額 未執行額 既返還額

130,000,000 130,000,000 0 130,000,000 129,970,399 29,601 0
39,000,000 39,000,000 0 39,000,000 39,000,000 0 0

169,000,000 169,000,000 0 169,000,000 168,970,399 29,601 0

3．執行額内訳
（単位：円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

物品費 98,584 54,689,149 19,021,502 16,107,577 89,916,812
旅費 0 573,638 402,775 1,296,336 2,272,749
謝金・人件費等 0 10,189,143 14,759,330 11,686,352 36,634,825
その他 0 921,813 85,000 139,200 1,146,013

98,584 66,373,743 34,268,607 29,229,465 129,970,399
0 16,551,000 13,680,000 8,769,000 39,000,000

98,584 82,924,743 47,948,607 37,998,465 168,970,399

4．主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性
能等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
D375C-16-11-
12-23

1 840,000 840,000 2011/5/24

DC-152Q-
CR0-F12
5.5MPixel

1 1,417,500 1,417,500 2011/6/27

RC-31、VC-
66MCS,SA-
30NIK

1 722,190 722,190 2011/6/16

D405C-100-
11-12-23

1 866,250 866,250 2011/6/22

UAPON150X0T
IRF

1 1,160,250 1,160,250 2011/5/19

UAPON100X0T
IRF

1 798,000 798,000 2011/5/19

JUNO1000GM 1 1,995,000 1,995,000 2011/7/15
2700D×3600W×
2400H　天吊型ﾊﾟﾈﾙﾋｰ
ﾀ方式床無し３坪

1 5,355,000 5,355,000 2011/6/30

2000D×2500W×
2000H　パネルコイル
内蔵床無し３坪

1 5,617,500 5,617,500 2011/9/28

GA-42JC-3600T、
MW-61AC-0900T、
MW-61AC-3000T、
DFV-17AC-12ALI、
DFV-17AC-12ARI、
CA-541S-0900S、CA-
543S0900S、純水製造
装置

1 7,214,550 7,214,550 2011/9/30

BX53　（微分干
渉、位相差）

1 974,400 974,400 2011/9/8

LRH20000X-1 1 4,410,000 4,410,000 2011/10/7

ドラフトチャンバー及び実験台
他一式

学習院大学

システム顕微鏡 学習院大学

ラボレコーダーSXGA高解像度 学習院大学

グリーンレーザ 学習院大学

プレハブ冷蔵庫一式 学習院大学

プレハブ冷蔵庫一式 学習院大学

ダイレクトダイオードレーザ 学習院大学

全反射蛍光専用対物レンズ
150X

学習院大学

全反射蛍光専用対物レンズ
100X

学習院大学

ダイレクトダイオードレーザ 学習院大学

バイオイメージング用デジタル
CMOSカメラ

学習院大学

潅流装置一式 学習院大学

設置研究機関名

合計

直接経費

直接経費計
間接経費計
合計

物品名

本様式の内容は一般に公表されます

間接経費

平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日

費目

先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム）
実績報告書

医療への応用を目指した高解像3次元ナノマニピュレーション技術の開発

研究機関・
部局・職名

学習院大学・理学部・教授

西坂　崇之
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RAM:2GB,HD:1TB(RAI
D）、DVD±R/RW、20’
TFT、C2-D1PAL動画
ハードディスクレコード
キット、OS：Windows,磁
場制御用D/Aボード

1 1,050,000 1,050,000 2011/9/9

ConOptics製
Model412-2

1 3,956,400 3,956,400 2012/1/25

P-733.2DD型 1 2,782,500 2,782,500 2012/2/13
1 7,665,000 7,665,000 2012/4/4
1 945,000 945,000 2012/6/29

YLR-10-LP-
Y12

1 1,879,500 1,879,500 2012/5/29

LTI-700E 1 635,250 635,250 2013/11/5 学習院大学
IX83P2ZF 1 1,932,525 1,932,525 2014/2/25
ZYLA-4.2-
CL10-P

1 1,275,750 1,275,750 2014/3/10

DU-897E-
CS0-BV3

1 2,417,625 2,417,625 2014/3/11

5．研究成果の概要

高安定性ステージ 学習院大学

Yb. Fiber Laser一式 学習院大学

デジタルCMOSカメラ 学習院大学

学習院大学

Axi DeflectionSystems一式 学習院大学

高速ポジショニングシステム等 学習院大学
インテリジェントHPLCポンプ一 学習院大学

倒立方顕微鏡 学習院大学

生物の細胞は、何千種ものタンパク質が時間的・空間的に制御された精緻なシステムである。このシステムの成り立ちを包括的に理
解するためには、個々のオルガネラやタンパク質分子の動態を定量的に評価する必要があるが、細胞の構造は３次元的な広がりを
持つため、通常の顕微鏡でそのダイナミクスをとらえる事は不可能である。本研究では、生体分子やその超構造について、その位置
や角度を３次元、ナノスケールかつリアルタイムでとらえる新しい光学顕微鏡を構築した。この新しい技術によってバクテリア１個体
の運動の詳細、繊毛のような細胞小器官の1本の運動、さらにはモーター蛋白質1分子の動態について、数々の知見が得られた。

デジタルCCDカメラ 学習院大学

分子運動解析システム　PAL
仕様

EYELA/低温恒温器
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先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

研究成果報告書 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

 

研究成果の概要 

（和文）： 

生物を構成する分子はどのように動いているのか？ この問いに答えるため、分子スケールの正

確さで、３次元かつ高速なタンパク質の動きを捉えることのできる顕微鏡を開発した。光ピンセット

技術とも組み合わせることに成功し、分子レベルの微細な操作を可能にする３次元マニピュレー

ションという新しい方法論を提案できた。またこの応用の１つとして、生体分子のみならず、世界最

小の生物であるマイコプラズマの滑走運動を高精度でとらえることにも成功し、感染との関わりの

ある未知の運動メカニズム解明に向けた大きな一歩を踏み出した。 

 

（英文）： 

To resolve motions of biomolecules, the advanced microscopy, which enables 3-D tracking with 

high time resolution at the molecular scale, was developed based on our new methodology. By 

combining optical tweezers, nano-manipulation technique was also realized. We also detected the 

unitary step of bacteria, Mycoplasma mobile, as a typical application of tracking technique. 

Because of the substantial correlation between the motion and infection of pathogen, our research 

opens up a new era to reveal the unknown mechanism of gliding bacteria. 

 

課題番号 LR033 

研究課題名 

（下段英語表記） 

医療への応用を目指した高解像 3 次元ナノマニピュレーション技術の開発 

Development of advanced optical microscopy with 3-D nano-manipulation 

technique and its application perspective to medical procedure  

研究機関・部局・

職名 

（下段英語表記） 

学習院大学・理学部・教授 

Professor, Faculty of Science, Gakushuin University 

氏名 

（下段英語表記） 

西坂 崇之 

Takayuki Nishizaka 
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1． 執行金額          168,970,399 円 

    （うち、直接経費    129,970,399 円、 間接経費   39,000,000 円） 

 

2． 研究実施期間   平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日 

 

 

3． 研究目的 

 

蛋白質や核酸などの微小な生体分子から細胞に至るまで、生物試料を対象にした研究において

は、光学顕微鏡は欠くことのできない強力なツールである。本課題では、本研究者がこれまで開

発を進めてきた技術を発展させ、生体分子やその超構造の動態を明らかにするために、以下の２

つの研究を推進することを目的とした。①生体分子の位置を３次元、ナノスケールかつリアルタイ

ムでとらえる新しい光学顕微鏡システムを構築する。そして光ピンセットによる顕微操作を実験シ

ステムに付加する事により、３次元高精度ナノマニピュレーションという新しい実験手法を確立す

る。②１個の生体分子の内部構造を明らかにすべく、角度変化を高精度、および３次元で検出す

るための新しい方法論を開発する。 

 本研究課題を推進するに当たっての研究の背景は以下のようなものである。生体分子

の研究は、急速な顕微鏡技術の発展を推力として飛躍的に進みつつある。本研究者は、光ピンセ

ットや全反射型顕微鏡、そして３次元位置検出手法を用いたこれまでの研究を通じてこの発展に

貢献し、従来はマクロな集団として研究されていた蛋白質を１分子のレベルで調べることに成功し

てきた。研究を通じて得られた成果と開発された技術は、海外でも高く評価されており、特に’04

年に Nature Struct. Mol. Biol. 誌に発表した論文はその号の News & Views に取り上げられてい

る。全反射型照明に用いる光の偏光を時間と共に回転させる技術は世界で初めての画期的なも

のであり、原理と手法に関する特許を’04 年に取得している（特許３５７７５１４号）。これを発展さ

せ、分子モーターの中の単一αへリックスの角度を高精度で検出する技術も確立した（Masaike et 

al., Nature Struct. Mol. Biol., 2008）。これらの成果は②に関連するアプローチである。また、本研

究課題の要である３次元の測定技術については、微小管の回転運動の直接可視化に応用され、

半径わずか 20 ナノメートルという、おそらくはナノテクノロジー史上これまでに報告された最も小さ

なコークスクリュー上の動きを検出することに成功している（Yajima et al., Nature Struct. Mol. Biol., 

2008）。この成果は①に関連するアプローチである。 

 ①の成果の達成目標として設定したのは、以下の５点である。①－（１）ナノスケールで

生体分子の追跡が可能なシステムの構築。①－（２）高倍率の光学顕微鏡画像の液晶モニタ上で

の立体視。①－（３）（２）の方法をリアルタイムで取得している画像に対して行う。①－（４）（１）の

システムを回転分子モーターに応用する。①－（５）（１）のシステムを繊毛に応用する。①－（６）

（１）のシステムをバクテリアの滑走運動に応用する。 

 ②については、装置開発については特許出願を含め新しい方法論の創出を目的とした
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が、応用に関しては明確な目標を定めず、共同研究などを通じて適宜対応して評価を行う方向性

で研究を推進した。 

 

 

4． 研究計画・方法 

 

装置開発全般については、測定の安定性の観点から温度制御のシステムを最重要視し、研究室

内に恒温室を設置して±0.1℃の安定性を実現した。生物試料についてはタンパク質とバクテリア

の２種類を準備し、どれも研究室で測定の準備のために、培養、精製、蛍光ラベル等を行った。用

いたものは以下の通りである。 

－ATP 合成酵素の部分複合体である F1-ATPase とその変異体 

－微小管（豚脳より生成） 

－キネシンとその変異体（発現系は東大・矢島潤一郎氏より供与） 

－哺乳類の気管繊毛（マウス気管より調製） 

－バクテリア マイコプラズマ・モービレ（凍結保存したものを研究室で培養） 

－バクテリア フラボバクテリウム・ジョンソニエ（研究室で継続的に培養） 

本課題の核心である顕微鏡開発については、筐体は市販のものを踏襲した。これは開発機のユ

ーザーが開発者だけになってしまうという、プロジェクトでありがちな問題を避けるためであり、汎

用機としての開発を視野に入れた本課題の最も重要な方向性である。ここの様々な光学部品メー

カー、あるいは再現性の高いルートでの特注の治具を組み合わせることで、各課題に特化したし

かし交換可能な最適なユニットを作製した。 

 

 

5． 研究成果・波及効果 

 

設定した研究目的に対して、①－（２）を除くすべてについて、十二分な進展が見られた。特に①

－（６）については、主たる応用の側面が３次元ではなく２次元に限定されるものの、医療の視点

に直接関わる予想以上の成果を得ることに成功した。以下、成果と、項目によっては波及効果に

ついて列挙する。 

 

①－（１）ポリスチレン粒子、バクテリア本体、蛍光色素１分子に対して、ナノスケールの分解能で

粒子を追跡する技術が開発された。ひな型となる技術は課題開始以前より研究室で開発が進ん

でいたが、ニコン社の顕微鏡付属の焦点追尾装置（PFS）と同期させた評価、および解析プログラ

ムの自動化といった機能を付加し、ユーザー（研究室の学生）が自在に使えるクオリティの光学系

の開発に成功した。筐体としてニコン社の TE-2000E、Ti-E の２機に実装した。 
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①－（２）市販の NVIDIA 社の立体視システムとビューワーを利用することで、取得画像の立体視

システムの構築に成功した。従来、高倍率で取得した画像は２次元の映像に限定されるが、これ

が再構成画像ではなく３次元表示になる（液晶モニタから生物試料が飛び出して運動する）という

方法論は各分野の研究者とメーカーから驚きを持って迎えられ、新しい手法としての存在感を示

すことができた（関連特許を 2014 年３月に出願）。 

 

①－（３）予想以上に進展しなかったのは、これをリアルタイムで表示するシステムの開発である。

当該分野の中で使用頻度の高い Andor 社の iXon シリーズの超高感度カメラに関しては、サンフラ

ンシスコ大学が開発したμManager と組み合わせてリアルタイムの立体視に成功したが、光軸方

向のわずかな変位を空間的に把握するのが難しく、すべてのユーザーが自在に使いこなせるクオ

リティーの方向性が研究期間内に打ち出せなかった。今後は、校正軸を観察画像上に人為的に

表示し続けることで、その軸に対しての顕微操作を行う方法論を展開したいと考えている。 

 

①－（４）３次元ナノマニピュレーション技術を、回転分子モーターである F1-ATPase に応用するこ

とで、回転軸（太さわずか２ナノメートル）とシリンダー（直径 10 ナノメートル）の間の特異的な相互

作用を定量化することに成功した。国際学会を含む５件の学会発表で報告し、研究を行った学生

はポスター賞を受賞している（アジア生物物理学会）。成果の総まとめとして原著論文を準備して

いる。 

 

①－（５）３次元ナノマニピュレーション技術を、近年重要な細胞内小器官と位置づけられている繊

毛に応用した。哺乳類の繊毛１本の３次元の運動の可視化、および、その力の精密な測定に成

功したのは、初めてのことである（３件の学会で報告）。共同研究者の政池知子氏とこの研究が発

展しており、現在、新学術領域「シリア・中心体系による生体情報フローの制御」における公募研

究の研究課題とつながっている。 

 

①－（６）２次元および３次元のトラッキングを、滑

走するバクテリアの運動の詳細な解析に応用し

た。３次元の運動についてはまだ前段階的な結

果しか得られていないが、２次元の運動について

は、最新の成果について 10 件の学会発表を行い、

さらに原著論文として研究期間終了後（2014 年６

月）に発表することに成功した。 

 観察に用いた「マイコプラズマ」というバ

クテリアは、世界最小の生物である。このバクテリ

アは宿主に接着して病原となるが、その際に、表面を滑るように動く「滑走運動」が感染に重要だ

ということが分かっている。この滑走運動のメカニズムは分子レベルにおいてはまったく分かって

図１：マイコプラズマ・モービレの顕

微鏡写真．大きさは1000分の1ミリ．
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いなかった。高精度トラッキング技術によって、

マイコプラズマ・モービレ（図１、２）の滑走運

動（あらゆるバクテリアの中で最も早い速度

の滑走を実現しているとされる）について詳

細に調べたところ、人間が歩くように、決まっ

た距離を一歩一歩刻みながら前進するという

事実を明らかにした（図３）。この「歩幅」の大

きさは 70 ナノメートルと見積もられ、一般的な

生体分子モーターの中で最も大きく、マイコプ

ラズマが最小の生物にもかかわらず、最大

の滑走速度を持つという特徴を説明している

のかも知れない。 

 今回の成果は、バクテリアのモーター研究への重要な一歩を踏み出したものであり、生

命現象を模した微小なモーター開発へつながる可能性を秘めている。加えて、マイコプラズマの

感染プロセスに必須な滑走運動の本質を理解し、安全性の高いマイコプラズマ特効薬の開発に

つながる重要な知見になると考えられる。 

 この成果は 2014 年 6 月、米科学アカデミー紀要（PNAS, Proceedings of the National 

Academy of Sciences of the United States of America 111:8601-8606.）に発表された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－（１）蛍光１分子の２次元方向の角度が直感的にインフォーカス（像に焦点が合っている状態）

の状態で決定できる新しい原理の顕微鏡、「受像偏向偏光変調全反射型蛍光顕微鏡」の開発に

成功した。以前の技術では、シグナルの明滅から複雑な解析の後に角度を決定していたが、開発

した新しい方法では、１枚の蛍光画像からその場で直感的に角度変化の見積もりが可能となって

いる。この方法論と、分子モーターキネシンに応用した成果は既に論文としてとりまとめており、現

在、投稿準備中である。 

 

②－（２）（１）の手法を３次元の角度（方位角だけではなく倒れ角も含む）にまで拡張した技術を開

発し、この新しい技術について、2014 年３月に特許出願を行った。 

 

図 2 ：マイコプラズマ・モービレの模型．

3D プリンターを用いて印刷した． 

図３：マイコプラズマ・モー

ビレの運動を詳細に解析し

た．とびとびの運動をし（左）、

時間と共に決まった距離をス

テップしていることが分かる

（右、青矢印）． 
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②－（３）全反射照明の応用の１つとして、リソグラフィー技術で形成した金属ナノ構造で局所プラ

ズモンを生成し、その上で回折限界より小さい範囲での照明（超解像顕微鏡）の新しい方法論を

展開した（韓国 延世大学との共同研究）。キネシンによって滑走する微小管の運動を可視化し、

手法の有用性を示した（原著論文をドイツの学術誌 Small に発表、表紙に採択される）。 

 

②－（４）本研究者の発明である等方全反射型蛍光顕微鏡によって、分子モーターの基質である

ATP を１分子レベルで可視化し、回転分子モーターである F1-ATPase の基質への親和性が軸の

角度によって定量的にどう変化するかを詳細に解析した。この成果は、研究員である足立健吾氏

が筆頭著者となって、2012 年に Nature Communications に原著論文を発表した。
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ー グランシップ, 2013/12/11～13, 第39回日本生体エネルギー研究会. 

52. 下澤東吾, 橋本優, 井合健太郎, 宗行英朗, 政池知子, 西坂崇之, 回転軸をねじった

F1-ATPase変異体の回転特性解析, in 日本生体エネルギー研究会第39回討論会, 静岡大

学, 2013/12/18～20, 日本生体エネルギー研究会. 

53. 小高祥子, 中根大介, 西坂崇之, 滑走するバクテリアがつくる巨大渦パターン, in 生

体運動研究合同班・2014年班会議, 千葉大学西千葉キャンパス, 2014/01/10～12, 生体

運動合同班. 

54. 木下佳昭, 中根大介, 宮田真人, 西坂崇之, 光ピンセットで明らかになったマイコプラ

ズマモービレ滑走運動の化学力学共役, in 生体運動研究合同班・2014年班会議, 千葉大

学西千葉キャンパス, 2014/01/10～12, 生体運動合同班. 

55. 須河光弘, 小林大, 松井貴志, 政池知子, 西坂崇之, CONFORMATIONAL CHANGES IN THE β 

SUBUNITS OF F1-ATPase REVEALED BY FRET MEASUREMENTS DURING ROTATION OF THE γ 

SUBUNIT, in Biophysical Society Annual Meeting 2014, San Francisco, California, 

2014/02/15～19,Biophysical Society. 

56. 西坂崇之, 中根大介, Single-molecule imaging of protein conformations under 

advanced optical microscopes, in 1st International Conference on Nano-Bio-Medicine 

Convergence (NBMC-2014), Pusan Nat’l University, 2014/02/24～25. 

57. 中根大介, 小高祥子, 西坂崇之, Large-scale vortex lattice emerging from gliding 

bacteria滑走するバクテリアがつくる巨大渦パターン, in 第19回 べん毛研究交流会, 

広島県民文化センター(鯉城会館), 2014/03/01～03, べん毛研究交流会. 

58. 木下佳昭, 中根大介, 宮田真人, 西坂崇之, Unitary step and nucleotide-dependent 

binding change of gliding machinery in Mycoplasma mobile, in 第19回 べん毛研究

交流会, 広島県民文化センター(鯉城会館),  2014/03/01～03, べん毛研究交流会. 
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59. 小高祥子, 中根大介, 西坂崇之, バクテリアの集団運動による巨大渦パターン形成, in 

第87回日本細菌学会総会, 東京都江戸川区船堀・タワーホール船堀, 2014/03/26～28, 

日本細菌学会. 

60. 木下佳昭, 中根大介, 宮田真人, 西坂崇之, 最先端の光学顕微鏡技術で明らかになるマ

イコプラズマモービレの滑走メカニズム, in 第87 回日本細菌学会総会, 東京都江戸川

区船堀・タワーホール船堀, 2014/03/26～28, 日本細菌学会. 

61. 中根大介, 佐藤啓子, 中山浩次, 西坂崇之, 戦車のような仕組みで動くバクテリア, in 

第87回日本細菌学会総会, 東京都江戸川区船堀・タワーホール船堀, 2014/03/26～28, 

日本細菌学会. 

62. 久留島潤, 林幾江, 中根大介, 西坂崇之, 菅井基行, 富田治芳, 腸球菌バクテリオシ

ンBac41による殺菌メカニズムの解析, in 第87回日本細菌学会総会, 東京都江戸川区船

堀・タワーホール船堀, 2014/03/26～28, 日本細菌学会. 

63. 田中晃弘, 中根大介, 西坂崇之, 宮田真人, 滑走細菌Mycoplasma mobileの”あし”の

結合の方向性, in 第87回日本細菌学会総会, 東京都江戸川区船堀・タワーホール船堀, 

2014/03/26～28, 日本細菌学会. 

64. 中根大介, 小高祥子, 佐藤啓子, 和田浩史, M. Mark, 中山浩次, 西坂崇之, Bacterium 

moves like a tank, in 日本農芸化学会 2014年度大会, 明治大学生田キャンパス, 

2014/03/27～30, 日本農芸化学会. 

一般向け 計 1 件 

1. 西坂崇之, 体の中にある分子モーターの謎, in 豊島コミュニティ大学, 学習院大学, 

2012/5/26, 豊島区 

 

図 書 

 

計 0 件 

該当なし 

 

産 業 財 産

権 

出願・取得

状況 

 

計 3 件 

（取得済み） 計 1 件 

Three Dimentional Position Observation Method and Apparatus, 西坂崇之, 水谷佳奈, 独立行政法

人 科学技術振興機構, 特許番号 8,564,789, 2012/5/23, 外国 

 

（出願中） 計 2 件 

立体視表示方法及び観測装置, 西坂崇之, 学校法人 学習院, 特願 2014-023749（出願番号）, 

2014/2/10, 国内 

顕微鏡観察方法及び装置, 西坂崇之, 三上渚, 学校法人 学習院, 特願 2014-074162（出願番号）, 

2014/3/31, 国内 
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Ｗｅｂペー

ジ 

（ＵＲＬ） 

Web サイトの名称：「Nishizaka.lab」 

Web ページの題名： 「独自の光学顕微鏡技術を用いて生物物理学の課題に挑む」 

URL http://www.gakushuin.ac.jp/univ/sci/phys/nishizaka/lab/index.html 

国 民 と の

科学･技術

対 話 の 実

施状況 

オープンキャンパス、2011 年 10 月 11 日、2013 年 8 月 3 日、4 日、10 月 25 日、学習院大学、学習

院大学受験希望者、のべ 3～40 名、分子モーターたんぱく質の初学者向け解説を講演および研究

室での研究内容、成果の紹介 

 

高校における出張講義、2011 年 7 月 11 日（学習院高等科）、2011 年 7 月 9 日（雙葉高等学校）、高

校生、生物物理学の概念から最新の成果まで幅広い内容を解説 

 

「体の中にある分子モーターの謎」、2012 年 5 月 26 日、学習院大学、豊島区民と中心とした一般市

民、豊島区主催「としまコミュニティ大学」内講座プログラムの一環として 2 時間程度一般向けに講演

新聞･一般

雑 誌 等 掲

載 

計 1 件 

『学習院大学 研究力』（日経 BP 社ムック）2014 年 3 月 31 日、P64～67、「光学顕微鏡を独自開発し

分子モーターの仕組みを解明」 

その他 １、【大学ホームページにおける特集記事の作成】 

1-1）学習院大学のホームページ内の「研究の現場から」と題される特集コーナーにおいて、理系に

限定せず、文系の大学生でも理解できるような簡易的な研究紹介記事の作成に協力した。 

http://www.gakushuin.ac.jp/univ/new/research/nishizaka.html 

1-2)高校生を対象にした「SakuLIFE」のインタビュー記事の作成に協力し、教員プロフィールという形

で研究内容の概略を紹介した。 

http://sakulife.com/onterview_t/vol6.html 

1-3)学習院大学出身の著名なラジオパーソナリティ、小島慶子氏との対談形式の HP を 2011 年 5 月

―6 月にかけて作成し、構成や修正を進め、7 月に公開した。専門分野の研究背景と最新のトピック

についても紹介している。「高校生にも分かる」表現を徹底し、また読み手が飽きないよう、会話形式

で内容を進行させたり、写真を多用したりするなどの工夫を行った。 

http://www.gakushuin.ac.jp/univ/sci/phys/nisihzaka/lab/kagakusanpo/index.html 

 

２、【研究室ホームページの刷新および更新】 

学科で公開している自身の研究室のホームページを全体的に改訂した。上記特集記事へのリンク、

「最先端・次世代研究開発支援プログラム」の紹介バナーの作成、研究成果の随時更新などを行っ

ている。 

http://www.gakushuin.ac.jp/univ/sci/phys/nishizaka/lab 

 

7． その他特記事項 

該当なし 

 




